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博士論文審査報告書 
 
申請者 岩本 英和 
論文名 持続可能な自然資源の保全・利用のためのエコツーリズムに関する 
研究－日本の世界自然遺産・白神山地を事例として－  
    Ecotourism for Conservation and Utilization of Sustainable Natural Resource： 
   A Case Study of Shirakami Sanchi, World Nature Heritage Site in Japan 
 
Ｉ 論文概要 
１ 
 
岩本英和の論文（以下、岩本論文）は、日本にある 3 つの世界自然遺産の 1
つであり、また 1993 年に屋久島とともに日本で初めてユネスコの世界自然遺産
に登録された、青森県と秋田県にまたがる白神山地を検討対象地域として取り
上げ、その自然資源管理政策の一環として行われているエコツーリズムのあり
方を考察している。白神山地は、日本の他の世界自然遺産と異なり、自然遺産
の登録時に国立公園指定地域となっておらず、1980 年代の青秋林道建設の反対
運動の流れから、世界自然遺産登録まで 12 年という極めて短期間に政策の転換
を行った地域である。そのため、白神山地は、利益格差、地域差、保全への考
え方の相違など多くの問題を抱えている。その結果、白神山地の自然遺産管理
をめぐっては、保全管理運営の模索が現在に至るまで続いているために、白神
山地のエコツーリズムを考察することは、開発から保全へと急激な政策転換を
行った地域を考察する際の好例となりえるように思われる。 
エコツーリズムは、1980 年以降、多くの研究者や関連団体が独自の定義を提
唱しており、現在でもエコツーリズムに関する共通の定義は存在しない。その
ため、2000 年以降の学術論文では、これまで提唱されてきたエコツーリズムの
定義のなかから共通点を見出すことを目的としたものが多く見られる。そこで、
岩本論文では、その歴史も浅く、定義さえも確定されていないエコツーリズム
の現状から出発して、まず、その定義の検討から始め、エコツーリズムの共通
する構成要素として、7 つを選別する作業を行なった。また、研究の分析枠組み
として使用するガバナンス論の定義を詳述した。その結果、エコツーリズムを
実現するには、各主体が政策に関与するガバナンスの構築が必須要件であるこ
とが判明した。さらに、エコツーリズムを実践するエコツアーガイドの重要性
と認証制度についても明記した。 
 次に環境省が 1998 年から 2009 年にかけて 12 年間にわたり白神山地で実施
した「白神山地地域環境保全対策調査」、「白神山地エコツーリズム推進モデル
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事業」、「白神山地エコツーリズム推進事業」の 3 つの調査報告書の内容を分析
対象として取り上げ、分析枠組みとしてガバナンス論を用いて検討した結果、
エコツーリズムを定着させるための制度設計とリーダーシップについて課題が
あることが判明した。 
 論文執筆者は、この分析結果に基づき、白神山地地域全域に 5 回も赴き、現
地調査を実施した。このアンケート調査とインタビュー調査により、持続可能
な自然保護区の保全とそれを利用したエコツーリズムの実現に向けたいくつか
の条件を提言している。ガバナンス論を用いた分析で明らかとなった制度設計
の問題に関しては、エコツアーガイドの認証制度の導入を検討する必要がある
ことが、またリーダーシップの問題に取り組むためには、研究者の関与が今後
の課題であることが明らかとなった。このような研究成果は、同じような趣旨
でエコツーリズム導入を探っている他国・他地域に対して、貴重な分析方法と
評価方法を提示し、1 つのモデルケースとなるように思われる。 
 
２   
 
まず、岩本英和論文の構成を示しておく。 
 
第 1 章 序論 
第 1 節 研究の目的 
  第 1 項 アジア太平洋地域の世界自然遺産 
  第 2 項 各国の世界自然遺産のホームページの情報 
  第 3 項 日本の世界自然遺産・白神山地を選定した理由 
第 2 節 研究の背景 
 第 1 項 世界遺産条約の成立とその背景 
 第 2 項 エコツーリズムの歴史と概要 
第 2 章 先行研究 
 第 1 節 エコツーリズムの定義とその役割 
 第 2 節 地域住民参加型の自然資源管理に関する考察 
第 3 節 エコツアーガイドの役割と認証制度 
第 4 節 日本の世界自然遺産地域の保全制度 
第 5 節 世界遺産制度に関する問題点 
第 6 節 白神山地・屋久島・知床の世界自然遺産管理体制の比較 
  第 1 項 白神山地 
  第 2 項 屋久島 
 第 3 項 知床 
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  第 4 項 白神山地、屋久島、知床の管理政策における相違 
第 3 章 研究の方法 
 第 1 節 分析の方法 
  第 1 項 白神山地エコツーリズム推進事業の協働ガバナンス分析・評価 
  第 2 項 協働ガバナンスにおけるエコツアーガイドの活動に関する調査 
第 2 節 白神山地におけるエコツーリズム推進のための事業 
 第 3 節 白神山地エコツアーガイドに対する質問紙調査 
第 4 章 研究の結果 
 第 1 節 白神山地エコツーリズム推進事業の協働ガバナンス分析・評価 
 第 2 節 協働ガバナンスにおけるガイドの活動に関する調査結果 
第 1 項 白神山地におけるエコツアーガイドの活動内容と認証制度 
  第 2 項 専業ガイドと兼業ガイドの活動内容と認証制度の捉え方に関する
相違 
  第 3 項 エコツアーガイドによるエコツーリズム発展のための意見 
第 5 章 考察 
 第 1 節 エコツーリズム推進事業の協働ガバナンスに関する分析・評価 
 第 2 節 協働ガバナンスにおけるエコツアーガイドの活動に関する調査結果
の分析 
  第 1 項 エコツアーガイドの活動内容に関する考察 
  第 2 項 エコツアーガイドの認証制度に関する考察 
第 6 章 結論 
 
３ 
 
 以上が岩本論文の構成であるが、以下に、各章ごとの概要を紹介する。 
 
第 1 章 序論 
 本章では、研究の目的、アジア太平洋地域の世界自然遺産と日本の世界自然
遺産の現状を述べた後に、白神山地を検討対象として選定した理由を記した。
研究の背景では、世界遺産成立の歴史と現在論議されている問題点について述
べ、最後に、本論文でのキーワードであるエコツーリズムについて歴史と概要
を検討し、また日本でエコツーリズムが普及・定着してきた理由も検証した。 
 
第 2 章 先行研究 
 先行研究を通じて、エコツーリズムの定義について検討し、多くの研究者が
提唱するエコツーリズムの要素から共通点を抽出し、エコツーリズムを構成す
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る要素を明らかにした。また、研究の分析枠組みとして使用するガバナンス論
の定義を詳述した。その結果、エコツーリズムを実現するには、各主体が政策
に関与するためのガバナンスの構築が必須要件であることが判明した。さらに
本論文では、エコツーリズムを実践するエコツアーガイドにも焦点を当てるの
で、エコツアーガイドの役割と、近年世界の自然保護地域で取り入れるように
なったエコツアーガイド認証制度についても詳述した。最後に、日本の３つの
世界自然遺産である屋久島・白神山地・知床の管理政策の相違を比較検討した。 
 
第 3 章 研究の方法 
 環境省が実施したエコツーリズム推進事業における各主体の関与を、Ansell 
& Gash の協働ガバナンスの分析・評価モデルを用いて分析した。また、エコツ
ーリズムには、現地で活動するガイドの役割が重要であるので、白神山地のエ
コツーリズムを実現するために必要な、その担い手であるエコツアーガイドの
実態を把握するために現地調査を行い、次の 3 項目について分析した。ガイド
を対象に実施した質問紙調査の結果を基に、①Jimura の方法論を用いて質的・
量的分析をした。②環境省の事業では、白神山地のガイドは兼業ガイドが大半
であると報告されていたのが、本論文の現地調査では、兼業 57%と専業 43%で
あった。そこで、兼業と専業に分け、ロジスティック回帰分析とステップワイ
ズ法を用いて量的分析を行った。③質問紙の意見欄の内容と、関係者やガイド
に対して行ったヒアリング結果とを総合して、質的研究を行った。 
 
第 4 章 研究の結果 
 環境省が 1998 年度から 2009 年度までの 12 年間に渡って実施したエコツー
リズム推進のための事業を、Ansell & Gash の協働ガバナンス分析・評価モデ
ルによって分析した結果、1998 年度から 2003 年度までの 6 年間の「白神山地
地域環境保全調査」は、2004 年度から始まった事業の「第 1 段階の初期状況」
と位置付けることができた。また、2004 年度から 2009 年度までの「白神山地
エコツーリズム推進モデル事業」と「白神山地エコツーリズム推進事業」は、「第
2 段階の協働過程」であることが分かった。協働過程では、「学」の参入が少な
く、コミットメントに少なからず課題があることが判明した。2004 年度から
2009 年度までの 6 年間の事業では、ガイドのルールの制度化ができなかったこ
とと、事業のなかでリーダーシップを取れる人材の育成ができなかったことが
明らかとなった。すなわち、協働ガバナンスの分析・評価モデルで分析した結
果、「第 3 段階の制度設計」と「第 4 段階のリーダーシップ」について課題があ
ることが判明した。 
 現地調査では、白神山地地域 7 市町村を 5 回に渡って訪問し、106 名から質
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問紙を回収し、そのうち空白部分のない 102 名を分析対象とし、またヒアリン
グ結果も併せて利用した。Jimura の研究方法で分析した結果、①ガイドは参加
者の安全に特に気を使っているが、しかし救命救急法を身につけているガイド
は 60%程度であること、②エコツアーガイドは自然の説明に時間を割いている
が、白神山地の地形・地質、歴史・文化等の説明が少ないこと、③これらの知
識を得るために、独学での学習では難しいので、研修会を開いて欲しいとの要
望があること、④地元の特産品についての紹介が少なく、反省材料となってい
ることが判明した。 
 ロジスティック回帰分析の結果では、専業ガイドの方が兼業ガイドより、認
証制度導入で地域経済とエコツアーガイドに対してビジネス効果があると考え
ていること、また専業ガイドより兼業ガイドの方が認証資格取得に積極的であ
ることが分かった。ステップワイズ法では、専業ガイドも兼業ガイドも認証制
度が導入されれば、「ガイドの質の向上」、「ビジネス効果」、「知名度の向上」の
3 点で効果があると考えていることが明らかとなった。  
 
第 5 章 考察 
 協働ガバナンス分析・評価モデルでは、「リーダーシップ」と「制度設計」に
課題があることが判明した。「リーダーシップ」の解決のために、「学」の導入
を本論文では提案した。それは、白神山地が青森県と秋田県にまたがって多く
の市町村を含んでいるので、地元大学の研究者を中心として、各市町村からコ
ーディネーターを選出して全体コーディネーターを組織することで、全国の研
究者ネットワークが彼らを支援できるし、また研究者の参加は、あらゆる専門
領域から問題にアプローチして対処することが可能になるからである。また、
自治体も、活動がうまく進行するための支援を行う必要があることが分かった。
制度設計の課題についても、分野別認証制度を検討することで、専業と兼業双
方のエコツアーガイドの希望がある程度受け入れられるために、エコツアーガ
イド認証制度の導入が可能となる。 
 
第 6 章 結論 
 本研究では、環境省の事業を協働ガバナンス分析・評価モデルを用いて分析・
評価し、エコツーリズムにおいて各主体が協働でガバナンスを構築することの
重要性を証明した。これまでの事業は、環境省が中心となってトップダウンで
進められ、エコツーリズムを実際に実行する現場の声が反映されてこなかった。
本論文では、環境省が実施した 2 町村だけの調査でなく、白神山地全域の 7 市
町村をまわって、100 名以上のガイドとその他の関係者から意見を集め、現場の
声から白神山地のエコツーリズムのあり方を提言した。白神山地での 100 名以
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上のガイドからの質問紙調査は、白神山地のエコツーリズム実現とエコツアー
ガイド認証制度の導入にとって、貴重な資料である。 
 
 
II 本論文に対する評価 
 
岩本論文は、新しい学問領域である観光学の一分野であるエコツーリズムに
焦点を当て、これまで研究者が注目してこなかった日本の白神山地を事例とし
て、持続可能な自然資源の保全と利用を検討した極めて意欲的な論文である。
同論文では、世界自然遺産という比較的に新しい観光素材を取り上げ、また学
術論文の蓄積があまり多くない分野を取り扱っているが、日本語と英語で発表
されている論文を読破し、適切で関係のある先行論文を、広い学術分野から引
用しており、日本の観光学術研究の地平を広げることに貢献できたと考えられ
る。 
 調査対象地域である白神山地は、1993 年に世界自然遺産に指定される以前は、
国立公園にも指定されていない地域であり、かつてはブナの原生林に林道を通
すかどうかということで青秋林道建設問題による論争があった地域である。世
界自然遺産の登録により、入山規制など、開発から保護へと方向転換がなされ
た結果、地元では混乱（利益格差、地域格差、保全の考え方の相違など）が起
こり、環境省は、地域が一体となって自然保護を目指すために、1998 年から 2009
年の 12 年間に渡って、「白神山地地域環境保全対策調査」、「白神山地エコツー
リズム推進モデル事業」、「エコツーリズム推進事業」を実施した。前半期の 6
年間に渡る調査で、エコツーリズムによる自然保護が提案され、後半期では、
エコツーリズム推進のための事業が行われた。 
 本論文では、エコツーリズムを実施する場合の協働型管理方法を分析する手
法がまだ確立していないなかで、分析枠組みとしてガバナンス論を用いて白神
山地の現状分析を行ったことは、本論文のユニークな点である。その結果、エ
コツーリズムを定着させるためには、制度設計とリーダーシップの問題の解決
が必要とされ、その検討のために、エコツアーガイドの認証制度に対する意識
調査（ヒアリング調査と質問紙調査）を実施した。 
 白神山地全域の 7 市町村を拠点としているエコツアーガイドや関係者にヒア
リング調査を行った点、また質問紙調査において、統計的研究をするのに必要
な標本数（100 名以上）を確保し、さらに日本においては、この世界自然遺産分
野における先駆的とも言える定量的分析を行った点は高く評価できる。その定
量的手法は、比較的に単純なものを利用したが、今まで同様な定量的な試みが
なされていなかった分野であり、研究結果の対外的普遍性確保という点では、
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日本における今後の同分野での研究手法の指針となりえる可能性が十分ある。
このように、観光学の分野では、定量的な分析は国内外を問わずほとんど見ら
れないために、本論文の分析結果は、同分野での学問的貢献といえる。 
  
III 結論 
 
我々博士論文審査委員会は、2011 年３月 26 日に岩本英和に対して面接試験
を実施した。その結果、岩本英和論文に対して、博士論文にふさわしいもの
と全員が判断し、同論文を博士論文に値するものと認定した。 
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